
 

   

 

   

      

 

 

 

 

 

 

                                          

                                                                                  

ＪＲ道場 10：05～10：35千刈浄水場（体操）10：45～11：00千刈ダム～ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ 11：45

～12：15大岩ヶ岳（昼食）12：45～東大岩ヶ岳 13：35～13：50丸山湿原 14：10～14：５5

風吹岩～15：45東山橋～16：00ＪＲ道場駅 

                                                          

                                                                       

今回の山行は 31年に亘った平成時代の記念すべき最後の例会になりました。天候は正に予

報通り 15：00まで曇り それ以降小雨がぱらついてきました。大岩ｹ岳 384.3mは JR道場

駅から直線で北東へ 3km の地点にあり、その直線上の丁度まん中に千刈ダムがあります。

また大岩ｹ岳は、南北 2.5kmの千刈水源池の南端から 3分の 1位の所から東に約 1km程の所

に位置します。大岩ｹ岳から北東へ 2.2kmの所に西谷の森公園があります。JR道場駅前を

10：07に出発。JRの北側に出て東に進む千刈浄水場の駐車場までの道にはウワミズザクラ

が満開で、オオルリ、ソウシチョウの囀ずり声が美しい。その駐車場で体操と新入会員 Ｕ

嬢の自己紹介の後 10：44に出発。千苅川沿いに暫く歩き 千刈ダムの偉容を左手に見なが

ら 川を渡り山道に入る。この辺りに来るとマルバアオダモの白い花が美しく センダイム

シクイのチヨチヨビーと鳴く囀ずりは縄張りを主張と同時に雌を呼んでいる。急坂を登っ

た所で 2分休憩後出発 11：19。尾根道を北方向に進む、大岩ｹ岳には直登しないで右手か

ら回り込む。ビューポイントで 5分休憩 出発 11:48。メジロの囀ずりが 長兵衛 長兵衛 長

忠兵衛 ・ﾁｲｰ ﾁｲｰ  チーチュリ ﾁｭﾘ と聞こえる。四つ辻を左に取ってから最後の急坂には

いる。急斜面だが潅木が道の横にあり それに掴まりながら 重い足を引き摺り上げる。12：

17大岩ｹ岳の山頂に立った。そこはマルバアオダモの低木が囲んでいて花が手に取るよう

に見える。オオルリの声も間近にきこえる。昼食後 集合写真を撮って 12：46に出発。山

頂から北東の急斜面を下る。東大岩岳の 麓に 13：01に着いた。予定には無かったが登る

ことになった。ほぼ全員が空身でリックを置いて 担当班の一人が荷物番に残った。人間は

心配無くてもイノシシが心配だった。東大岩岳とその馬の背を往復し 13：33出発。丸山湿

原の案内図の看板前に 13：52。ここから同湿原への登り道で今日最初で最後に会った老夫

婦と言葉を交わす。緩やかな登りが終ると湿原の防護柵があった。湿原を時計回りに左折。

湿原内観察木道で休憩 7分 お花は何もない、14：10出発。湿原を略半周した所の十字路

を左折 14：23。荒れた低木林の道を南へ進み途中 4分の休憩を入れる。赤土が剥き出しに

なった風吹岩に 14：54着。高圧線を見上げながら緩かな灌木林を南西に下る。樹木が 2.5m 

位の高さで切られている異様な風景のなか立休憩 3分で 15：20に出発。予報通り小雨が

降りだした。東山橋手前で各々雨具を装着 15：44分。道場駅に戻った 16：00にはかなり

の雨模様だった。全員元気に予定以上のコースを歩ききった。文責 T.M 

年 月 日 2019年 4月 29日 

天 気 曇り後小雨 

集合場所・時間 阪急芦屋川 9:00 

参加人数  14名 

歩行時間・距離 4時間 50分、11.5Km 

費 用  920円 

   北摂・大岩ヶ岳 
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